
この度井原青年会議所に入会させて頂きました 株式会社井原アルナ 岡﨑
春樹と申します。
私は高校卒業後から井原を離れ、海外や関東圏で生活しておりましたが、
３年前に家業を継ぐ為に帰郷してまいりました。
まだまだ未熟ですが、井原ＪＣの諸先輩方に学びながら、地域に貢献できる
企業を目指し、井原地域を魅力的な街にしていける様精一杯努力していき
ますので、ご指導の程宜しくお願い申し上げます。
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旧年中は、特別会員の皆様、関係各位の皆様方のお力添え、会員皆様の支えにより、理事長職とい
う大役を務めることができましたこと改めて御礼申し上げます。
本年は、直前理事長として花田理事長をサポートし、微力ながらこの井原青年会議所そしてこの地域
に恩返しができるよう活動して参ります。また、会員拡大担当という役職も頂いております。個々の資
質向上をはかり、必ず会員拡大を成功させる所存で活動して参りますので、ご指導ご鞭撻の程よろしく
お願いいたします。

２０１７年度人財育成委員会担当副理事長を務めさせて頂きます松井淳と申します。副理事長は理事
長を補佐し所務をつかさどり、担当委員会を掌握するとあります。諸先輩方により刻み込まれた井原Ｊ
Ｃの伝統、輝かしい功績、そして大きな背中を追って今日まで至ったはずの私自身まだまだ未熟な部
分は否めませんが、担当副理事長として委員長を含めメンバー皆様と多感な時期の貴重な時間を糧
に、学び舎だと言える組織作りに精一杯邁進していきますのでどうぞ宜しくお願いします。

本年度副理事長を務めさせていただきます小玉剛彰と申します。現在青年会議所は会員の減少とい
う大きな問題を抱えております。井原青年会議所も本年度１５名という少数精鋭で始動致しました。青
年会議所に於いて会員数が力ではありませんが、やはり個々の会員の負担が大きくなっているのも
現実です。井原青年会議所の魅力を最大限に発信し、共感を得るとともに、会員ひとり一人の資質向
上を図り会員の拡大に努めて参ります。また、理事長の掲げるスローガン万里一空のもと、一年間全
力で挑戦し続けて参りますのでどうぞよろしくお願い致します。

本年度、専務理事を務めさせて頂きます丸山裕二と申します。どうぞ宜しくお願い致します。花田理事
長が掲げられる 万里一空 挑戦し続ける人財となれ のスローガンの下、専務理事として一般社団法
人井原青年会議所の運営を一手に引き受ける覚悟を持ち活動して参る所存です。しかしながら、私自
身まだまだ未熟な部分がございます。どうぞ諸先輩の皆様、会員の皆様ご指導ご鞭撻のほど、よろし
くお願い申し上げます。

 今年度総務渉外委員会委員長を務めさせていただきます竹本大稚と申します。よろしくお願いいたし
ます。委員会のスローガンは熟慮断行とさせていただきました。まちを知り、最良の結果になるよう熟
考し、思い切って実行していきます。また、会の運営及び運動、活動が目的の達成に向け、健全且つ
円滑に行われる様、組織の充実、財政の確立に努めます。そして社会からより理解されやすい広報活
動を行って参ります。よろしくお願いいたします。

今年度人財育成委員会委員長をさせていただきます井上浩伸と申します。どうぞよろしくお願いいたし
ます。委員会では一念通天というスローガンを掲げさせていただきました。何事にたいしても固い決意
を抱いて挑戦し、やり遂げたからこそ得ることができる達成感が人を成長させ組織に必要な人財にな
ると確信しています。この一年間メンバーの皆様にはいろんな機会に対して臆せず挑戦していただけ
る人財になっていただきたいと考えています。一年間一念通天のもと、邁進して参りますのでどうぞよ
ろしくお願いいたします。
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